
事業概要
（400字以内）

本路線は、加茂市中心商店街を縦貫する重要な幹線道路であり、買い物や通勤・通学など生活道路とし
て利用されているが、本事業区間は幅員が狭く終日一方通行規制で、JR加茂駅までのアクセスについて
周辺道路を迂回して通行する必要があった。
また、歩道が未整備で、歩行者は民地のスペースを歩くしかなく、民地に設置された雁木（がんぎ）も不連
続であるため、通学児童や買物客の安全性に問題があり、特に積雪時には通行が困難な状況であった。
本事業による二車線化により、安全で円滑な幹線道路ネットワークの形成を図るとともに、積雪時の生活
路を確保するための雁木（がんぎ）風木造アーケード整備等をあわせて行うことで、加茂市が進める魅力
あるまちづくりを支援するもの。

事業規模

事業延長（㎞） 約０．３㎞

幅員（ｍ） 約６．０（１５．０）ｍ

事業期間（和暦） 平成２３年度～令和３年度

事 業費（億円） 約２０億円

受賞歴 有 ・ 無
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応募No. １２

事業主体 新潟県 事業箇所 新潟県加茂市新町

応募者名 新潟県三条地域振興局地域整備部/新潟県土木部都市局都市整備課

ふりがな
事業名称

かもとしけいかくどうろじぎょう みやよりかみかもせん

加茂都市計画道路事業 ３・５・７号宮寄上加茂線

事 業 概 要
新潟県：（都）宮寄上加茂線



事 業 位 置 図
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事業箇所

加茂市
加茂南小学校

JR加茂駅

加茂高校
加茂市役所



都市計画図(用途地域図)
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加茂市役所

JR加茂駅

3･５･７号 宮寄上加茂線

事業区間

加茂高校

加茂南小学校
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路線全体の進捗状況
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都市計画道路宮寄上加茂線 総延長L=3000m W=11～15m

整備済区間 L=1051m 未整備区間 L=1689m

事業延長（今回応募区間）
L=260m



平 面 図
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宮寄上加茂線 L=260m W=15m
起点 終点

写真① 写真② 写真③



横 断 図
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新潟県：（都）宮寄上加茂線

事 業 前

事 業 後
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車道

1.50 1.50

既設雁木 既設雁木

新設
アーケード

歩道歩道

新設
アーケード

電線共同溝

6000

15000

車道

5.50

民地 民地官地

民地 官地 民地



平成２６年６月撮影

事 業 前 写 真

平成２６年６月撮影

平成２８年９月撮影
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令和４年６月撮影

令和４年６月撮影

令和７年５月撮影

事 業 後 写 真 新潟県：（都）宮寄上加茂線

写真①

写真③

写真②

写真①

写真③

写真②

第38回全国街路事業コンクール応募資料 様式１



事業効果アピール資料

8
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■円滑な交通ネットワークの確保

整備前

整備後

整備前

整備後

仲町から新町2丁目まで
現道狭小による一方通行であった

JR加茂駅

JR加茂駅
二車線化による
交通の円滑化

・二車線化によりJR加茂駅までの交通が円滑に！

二車線化

■安全・快適な歩行空間の確保

・通学路の安全対策
・雨や雪でも快適！

車道を歩く歩行者

歩道整備により安全な歩行空間に 雪でも快適！

ｱｰｹｰﾄﾞがないため
降雨や積雪時不便

H6～H22 L=540m
街路事業

H23～R3 L=260m
街路事業（今回整備）

仲町

新町2丁目
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桐たんすなどの加茂の伝統的な産業である木工と、雪国特有の建築様式
である雁木造り（がんぎづくり）を調和させ、古くから「北越の小京
都」と呼ばれる加茂の風情あるまちなみを創出した。

・よくあるｱｰｹｰﾄﾞ通りの
まちなみ

■木工のまち加茂と雪国のまちなみの調和による
風情あるまちなみの創出

↑全国有数の桐たんすの産地

加茂市HP（https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/30181.html）

↑雪国特有の雁木通り
（南魚沼市牧之通り）

・雁木風木造ｱｰｹｰﾄﾞ整備により
風情あるまちなみに

163人

269人1.7倍に

平成３０年
（整備前）

令和６年
（整備後）

■整備箇所でイベントを開催

■歩行者数の増加

※6月の平日8時～20時で計測

（整備前） （整備後）

※雁木造りとは・・積雪時に生活路を確保するため、
ひさしが道路側にせり出した雪国特有の建築様式

エリアプラットフォームを設立！

官民連携でこれからの
未来のビジョンを策定

出典：加茂HP（
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/255819.h
tml
kamo.niigata.jp/docs/255819.html）

■新しい街づくりの動き

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/30181.html
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/255819.html
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/255819.html


苦労や工夫等アピール資料
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①統一感のある街並みの形成

加茂新町雁木通り商店街振興組合による
「まちなみ協定」の作成

・建物の高さ
・建物等の外観、形態の統一
建物の色や外壁の素材、玄関や２階窓のデザイン

・まちなみ協定を考慮し、歩道舗装を美装化
（石張舗装・擬石境界ブロックで施工）

・電線地中化

舗装の美装化

建物のデザイン統一

②歩道スペースを確保

歩道の有効幅員確保のため、柱の位置を
民地に移動

・歩道の有効幅員を確保するために土地所有者の
同意の上、柱を民地内に設置。

官民境界

柱を民地内に設置



苦労や工夫等アピール資料

11

新潟県：（都）宮寄上加茂線
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③雁木風木造アーケードの防火対策

アーケードの設置基準に適合するため、雁木
風木造アーケードの材料に不燃木材を使用

・国土交通省認定の不燃木材を使用
・県産木材のPRとして県産木材を積極的に使用
・第４回「にいがた県産木材大賞」を受賞



受賞歴・報道資料
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〇新聞掲載：令和３年１２月２日（木）
三篠新聞「加茂県道きょう交互交通に」


